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4階東病棟の1年を振り返って
4階東病棟看護科長　　石崎　邦代
　今年は，病院機能評価下篇に向けて，スタッフ
への情報伝達や病棟の整備・準備で，あっという
間に1年が過ぎてしまった感がある．
平成21年度4階東病棟目標の評価と課題
1．患者さん・ご家族が希望する看護を提供す
　　る．
①　患者さん・ご家族の意見を聴いて，看護ケア
　　の提供やその人の生活状況に適した指導を行
　　う．
②外来と連携を図り継続看護を行う・
　毎週火曜日15時から30分程度で医師・薬剤
師・栄養士・消化器内科外来看護師・病棟看護師
で糖尿病患者に関する合同カンファレンスを実施
している．医師より病状や合併症の程度の説明を
受けて，本人の糖尿病の知識の理解度や手技（S
MBG・インスリン）の習得の課題など，必要な
支援について各職種より意見を出し合い，指導内
容を話し合っている，情報を交換し合い，必要と
される支援と指導内容が明確化され実施できるよ
うになってきている。また，チーム内で糖尿病教
育内容（糖尿病のしおり）の見直しを行ったので，
今後活用し指導の充実を図りたい．
　患者・家族参加型看護計画の導入に伴い少しず
つではあるが実施に向けてスタッフに浸透中であ
る．まだ，実施したことがないスタッフもいるた
め，次年度は積極的に行っていきたい．
　化学療法を実施する患者さんが増え，病棟から
外来へ申し送ることが多くなってきている．退院
前に化学療法連絡票で消化器内科外来へ連絡し，
外来看護師が外来での化学療法実施について説明
を行っている．患者さんとご家族が，外来看護師
から事前に説明を受けることで，外来での化学療
法の方法など具体的なことが理解でき，不安の軽
減が図れたり，外来看護師の顔を覚えることで安
心感も得られていると考える．
　　見直し
②　化学療法（短期入院）のパス作成
　大腸カメラと内視鏡的粘膜切除術のクリニカル
パスは，消化器内科外来・特殊検査室と話し合い
を持ち，連携した内容を検討した．実際の使用は
これからになるが，今後も検討改善を行いたい．
3．専門職として質の向上を目指す
①　基本的な知識を習得し，安全な看護ケアの提
　　供ができる．
②　研修会に参加して自己研学に努める．
③　患者さん・ご家族・スタッフ同士・他の人々
　　に対して，快い対応をする．
　病棟教育委員主催による「痺痛緩和の戦略と麻
薬の特徴」緩和ケア認定看護師　堀井一樹さん，
「フットケア」皮膚・排泄ケア認定看護師　吉田
恵さん，「画像診断」斉藤裕樹医長を講師にむかえ
勉強会を行い知識を深めることができた．
　毎月の病棟会議時，当番担当のスタッフが3分
間スピーチで，自分の看護観や行いたい看護など
を発表し，スタッフと思いを共有する時間を持っ
ている．自分自身の看護の振り返りとなり，刺激
を受ける機会となっているため今後も継続を考え
ている．更なる専門的な勉強会の充実とケースス
タディによる看護の振り返りを行いたい．
終わりに
　4階東病棟では，入退院を繰り返す方・ターミ
ナルケアが必要な方・検査入院の方・がんの告知
をされた方など様々な患者さんが入院されている
が，患者さんやご家族の思いを受け止め，看護ケ
アが提供できるように受け持ち看護師としての役
割りの充実を図りたい．また，入院時から患者さ
んの病態やADLを考慮し，医療支援室への調整
や継続看護について看護師1人1人が関わる意識
を持てるように働きかけていきたい．
2．クリニカルパスの評価と新パスの作成
①DPC導入に関わる当科のクリニカルパスの
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